
 

 

環境学習を学校に広める事例 
～身近な自然と子どもたちをむすぶ～ 

「四季を活かした校庭樹木とビオトープ活動」 

対 象 ：小学校３～６年生 

関連する教科 ：総合、理科、国語、道徳 

【活動の概要】 

 
●活動の背景 
 

  周囲に自然が少ない環境の学校でも、校庭に植えられている樹木やビオトープを 

 活用して、多くの学年やクラスで子どもたちが学校や自然に愛着を持てるような 

 学習をおこなえるように、委員会活動として本活動に取り組んだ。 

●概 要  

    子どもたちが樹名板を設置した校庭の樹木をまわり、名前をあてたり樹木の 

 印象を書いたり、自分のお気に入りの木を選んだリする。樹名板作りに取り 

 組んだり、季節によって樹名板をとりかえたりすることによって、様々な学習の 

 発展が期待できる。 

小学校3～6年生 総合ほか 自然・生命 

１．グリーンアドベンチャー 

 樹名板を作り、設置する 

 

準 

備 

 

■校庭植栽図を利用して、校庭の樹木名  

 を調べる。 

 

■希望学年が総合の時間に樹木を調べ、 

 樹名板を作る。 

 〔樹名板：資料①〕 

  表／樹名のヒントとなる説明を絵と 

    文で表す。 

  裏／めくったら読める向きで、樹名を 

    書く。 

 

▲植栽図は、大抵、事務室で保存されて  

 いる。 

  

▲高学年が適当。６年生の卒業記念として 

 製作するのもよい。 

 ・画用紙にかいたものをラミネートし、 

  穴を鳩目で補強する。 

活動内容 留意点 

学習指導要領

の対応 

理科 Ｐ.29 

国語 Ｐ.81 
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〔資料①裏〕 

〔資料①表〕 

２ 



 

 

 樹名板を設置し、各担任にグリーンアドベンチャー用紙を配る 

活動内容 留意点 

 

■季節によって樹木を選び、委員会活動 

 で樹名板をつける。 

 

 

   

■委員会担当から各担任に、グリーン 

 アドベンチャー用紙〔資料②〕を配り、   

 希望クラスは期間内に実施する。 

 

▲その季節に見せたい木を、校庭に 

 点在するように選ぶ。 

（麻紐やシュロ紐等は自然になじみ、 

 掛りがよい） 

 

▲樹名板は、２～３週間つけたのち 

 撤収し、季節が変わったらその季節  

 に合った樹名板をつける。 

活 

動 

学習の効果について 
 

・樹名板を作ること自体が楽しい授業になり、その後委員会活動等を利用して季節 

 ごとに実施すると、継続的に無理なく楽しく活動でき、樹名板も傷まず子どもたち 

 の関心も薄れない。 

・季節の樹木を１０種類程度にしぼっているため１時間で実施でき、子どもたちが 

 樹名板をよく読んだり、木の様子をよく見たり、印象を書き留める時間がうまれ、 

 木に親しみを持つことができる。 

・ワークシートにしたがって活動すると、グループや二人組での対話練習になり、 

 楽しい雰囲気の中でコミュニケーション力がつく。  

〔資料②裏面〕 グリーンアドベンチャー用紙の裏面には、樹木の場所を番号で表した校庭の

地図をのせます。樹木の番号は、表面の表の番号に対応します。 

④ 

※樹木の番号は、 

  植栽図の番号をその 

  まま利用します。 
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〔資料②表面〕 
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２．私の里木 

●概 要  

    子どもたちに校庭の樹木の中から気に入った木を選ばせ、自分の「里木」 

 として継続的に観察させたり対話させたりする。 

 「里木」を選ぶ 

活動内容 留意点 
 

■校庭の樹木から、「里木」を選ぶ。 

 

 

■記念写真を撮る。 

 

 

■四季を通じて、観察に行く。 

 

 

 

 

 

■親しむ 

 

 

 

▲できる限りひとりひとりが違う木を 

  選ぶようにする（木に集中できる）。 

 

▲初めての観察時に、教師が回り 

 ながら撮る。 

 

▲木のそばの生き物や周囲の環境にも 

 注目し、観察カードに書きこむ。 

 ・「観察」ではなく、「会いに行く」 

  と言うと、より里木に親しむ気持ち 

  がわく。 

 

▲運動会などの大きな行事の前に、里木に 

 語りかける体験をさせる。 

（例）明日、どんなふうにがんばるのか、 

   自分の決意を話しておいで…等 

 

活 

動 

学習の効果について 
 

・自分の観察をもとに、木の基本的な特徴がわかる。 

・継続観察で、四季折々の外見の変化を捉えられる。 

・校庭の樹木とつながることで、子どもたちは安心感を得られる。 

 （特に中学年までの子どもたちは、木の葉のざわめきを「がんばってね。」「見て 

  いるよ。」という木の声として聞き、６年生でも、友だち関係に悩んだ時に誰にも 

  言えない事を里木に聞いてもらって心の支えにするということがあった。子ども 

  たちはいい天気の日に「あ～里木のそばにいきたいな。」と言うことがある。） 

・里木の樹形や樹勢からその子が共感する点がわかり児童理解につながる。 

・遠足などの機会に近隣の公園に設置されたグリーンアドベンチャーを活用すると、 

 また体験が広がる。 

※参 考 

「里木」の活動の元は「木と学ぼう」PLT（Project Learning Tree＝木を通した環境教育 

 プログラム）活動事例集に詳しく掲載されている。 
 

〔問い合わせ先〕 

ERIC国際理解教育センター 

〒 114-0023 東京都北区滝野川1-93-5 コスモ西巣鴨105 

 tel: 03-5907-6054（研修系）、03-5907-6064（テキスト系） 

 fax: 03-5907-6095  http://www.eric-net.org/ 

学習指導要領

の対応 

理科 Ｐ.29 

道徳 Ｐ.51 
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 ビンゴシートを作る 

活動内容 留意点 
 

▲季節に合っていると共に、様々な観点

（におい、手触り等）や視点からの 

 観察が促されるような課題を設定する。 

３．ビオトープの四季をいかしたビンゴゲーム 

●概 要  
     

  子どもたちが見慣れてしまっているビオトープや校庭で、ビンゴゲームの 

 手法による観察をする。課題によって様々な観点・視点からの観察が促され、 

 新たな発見がある。 

 

準 

備 

学習の効果について 
 

・クラス全員が観察できたものについて、事後に詩の授業ができる。 

（例）ナメクジの卵はどんなだった？ 

→色・形・大きさ・様子について全員から様々な比喩を出し、気持ちを付け加え、

題名をつけると素晴らしい詩になる。こうやって詩を作ればよいのだとよく 

 わかる。 

 

■ビンゴシート〔資料③〕を作る。 

 

 

 ビンゴカードを作る 

活動内容 留意点 

 

活 

動 

 

▲以下の点に、留意する。 

 ・ビンゴゲームを完成させることに 

  とらわれ、観察がおろそかになら 

  ないようにする。 

 ・ムカデなど毒をもったものや、 

  よく知らない生き物にはうかつに 

  さわらないよう注意する。 

 ・冬バージョン・春の準備をさが 

  そう！では、ひっくり返した石や木 

  などを元に戻すことをしっかり 

  確認する。 

 

▲単発で終わらないように、各回とも  

 簡単な振り返りや感想・気がついた 

 ことを共有する時間があると気づき 

 の幅が広がる。 

 ・秋バージョンビンゴゲームで集めた 

  葉っぱを「落ち葉のカードゲーム」 

  「落ち葉のグラデーション」などの 

  活動につなげることができる。 

 

■観察してビンゴシートを完成させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発展させる。 

 

 

学習指導要領

の対応 

理科 Ｐ.29 

体育 Ｐ.80 

図画工作Ｐ.34 
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【ワクワク・ドキドキしたこと

や不思議に思ったことは？】 
 

・クモが水面にいるのを初め 

 て見てビックリ。 

・もっと、自然のことを知って 

 みたい！ 

・カエルがとうみんしていて、 

 最初はこわかったけど、 

 かわいくなってきた。 

・白いまゆみたいなのがあっ 

 て、びっくりした。 

・思いもよらない虫や物。 

 例えば、ナメクのたまごや  

 毛のあとなど、とてもびっく 

 りした。夜、たぬきみたい 

 な動物やリスが食べている 

 のをみてみたい。 

〔資料③〕 
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※ビンゴシート参考 

「あらかわ楽習実践ガイド」 

（NPO法人荒川クリーンエイド・          

 フォーラム発行） 

問い合わせ先： 

〒132-0033 

 東京都江戸川区東小松川 

 3-35-13-204 

Tel／03-3654-7240  

Fax／03-3654-7256 

E-mail renraku@cleanaid.jp 
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